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文責 校長 山本 孝二 

【学校教育目標】 

“ かしこく つよく  

                           さわやかに 伸びゆく子“ 

  

最高の修学旅行に  
１０月１・２日に６年生は長崎・佐世保市へ修学旅行に行きました。野田小学校の友達

と共に「最高の修学旅行にする！」をめあてにした２日間でした。 

目的地や体験内容は、平和公園、原爆資料館、班別の見学場所（眼鏡橋・中華街・科学館・スタジアム

シティなど）、新幹線乗車体験、ハウステンボスです。班別行動が多く、事前に立てた計画を実行すること

がテーマと言えました。自分達で考え判断して取り組んだことは体験の深みが違うと考えます。各班に

様々な出来事！？があったようですが、それも含めて「最高の思い出の修学旅行」になったことでしょう。 

６年生の意欲的な態度面や物事に対応（修正含む）する姿は、加津佐小の自慢となるものでした。修

学旅行も６年生の成長の通過点で良い学びをしてくれました。今後も自ら楽しみながら、下級生をリード

していってくれることを期待したいです。 

 

 

 

 

栽培活動に見えること （稲作体験・学級園）  
５年生が稲刈りを終えお米の収穫をしました。学級園や学校園では野菜や花々がすくすくと成長してい

ます。水やり中に「ブロッコリーの葉っぱの大きくなっとる」という声も聞こえてきます。 

加津佐小では、学校近くの実習田で地域の方々の指導や支援により活動ができたり、保護者の皆さん

からの野菜の苗の提供やアドバイスをいただいたりして、多様な栽培活動

ができています。そしてそこに子ども達の関わりがあり、本校が大事にして

いる多くの笑顔、活動の向こう側にいらっしゃる方々への感謝の気持ちを持

たせることにつながっています。 

百点を取る教科学習も大切ですが、百点に近づくために考えたり取り組

んだりする体験活動も子ども達にとって生きる力を育む大切な時間です。

今後も日々の授業と共に体験学習を実施して行きます。ご理解とご協力を

改めてお願いします。 

  

 

 

読書の秋に  

白砂青松の地で  

１１月１３日（木）午後、『かづさるく to 岩戸』開催です！ 

詳細は後日用紙を配付します。一緒にまち歩き いかがですか。 

来週２２・２３日、５年生は『宿泊体験学習』に出かけます。 

豊富な体験で一回り大きくなってくれるでしょう。 



学校では「秋の読書月間」の取組を行っています。秋の夜長に、そして休みの日にも本に親しむことを

ねらって、『読書月間スローガン』には、「家族で読書を楽しもう」の項目も入れています。多くのジャンル

の本に触れる機会を設けたり、本を介して家族や友達と親しんだりして、自分の読書にあった力を見つけ

ることも目的の一つです。 どうぞご家庭でのご協力をお願いします。 

火曜日の「保護者による読み聞かせ」も、子ども達が物語の世界に入っている貴重な時間です。選書

からいつもありがとうございます。 

メディアやゲームもいいけど、読書もいい！ 小学生のうちに本に親しむ時間をつくっていただければと

思っています。 下図は、学級の読書数（シール）で完成させる『にじいろの魚』です。 

 

 

 

 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ※１９・２０日に行われる温泉神社大祭には子ども神輿が出ます。今年は当前の宮原名（子ど

も会含む）の３年生以上の児童が参加することになり、広い参加者募集はありませんでし

た。このお知らせと共に、年度によって募集の仕方が変わることも留めおきください。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 

 
長崎県教育委員会からのお知らせとして、

左のセミナーへの募集チラシが届きました。 

学校現場でのお仕事を考えたいと思われた

方は、参加申込みはいかがでしょうか。 

今回はオンラインと対面のどちらのさんか

でも参加できます。詳しくは、ＱＲコードに

て確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


